
大 手前 大 学 論集 第14号(2013)pp.217-228

F.チ ェニ ー を通 して み るア メ リカ にお け る

レフ ァ レ ンス サ ー ビス論 成 立 期 の検 証

前 川 和 子

要 旨

ア メ リ カ にお け る レ フ ァ レ ンス サ ー ビス 分 野 の代 表 的 人 物 の 一 人 で あ る フ ラ ンシ ス ・

ニ ー ル ・チ ェ ニ ー(FrancesNeelCheney,1906-1996以 下Eチ ェ ニ ー)は 、 第二 次 世

界 大 戦 直 後 の1951年 に、 慶 慮 義 塾 大 学 文 学 部 の 日本 図 書 館 学 校 にお い て 日本 人 に レ フ ァ

レ ン ス を教 育 した。 これ は 日本 にお け る本 格 的 な レ フ ァ レ ンス サ ー ビ ス の 教 育 で あ っ た 。

彼 女 は 、 図 書 館 学 教 育 を ヴ ァ ン ダ ー ビル ト大 学 、 ピー ボ デ ィー 図 書 館 学 校 、 シ カ ゴ大

学 大 学 院 図 書 館 学 校 、 コ ロ ン ビア 大 学 図 書館 学 校 で 受 け、 コロ ン ビ ア大 学 で 、 ハ ッチ ン

ス(MargaretHutchins,1884-1961)か ら レ フ ァ レ ンス サ ー ビ ス を 学 ん だ。Introduction

toReferenceWorkの 著 作 で 著 名 な人 物 で あ る。

本 稿 で は 、 まずEチ ェ ニ ー が レ フ ァ レ ンス サ ー ビス を学 び 、 教 え た 時期 と、 米 国 で レ

フ ァ レ ンス サ ー ビ ス 論 が 確 立 され た 頃 との 重 な りの 検 証 を試 み た 。 さ らに 、1971年 の ガ

ル ヴ ィ ン著 の レフ ァ レ ン ス サ ー ビス ・ケ ー ス ス タ デ ィ書 との 関 わ りに よっ て 、 新 しい レ

フ ァ レ ンス サ ー ビス の 教 育 方 法 が 模 索 され て い た 時代 に も位 置 し て い た 人 物 で あ る こ と

も確 認 した い と考 え る も の で あ る。 こ の た め 、 ヴ ァ ン ダ ー ビル ト大 学 図 書 館 に保 存 され

て い るSpecialCollectionsの"BrainardandFrancesNeelCheneyPapers"や そ の他 の 文

献 を考 察材 料 と して 使 用 した 。

キ ー ワ ー ド:Eチ ェ ニ ー 、 ア メ リ カ にお け る レ フ ァ レ ンス サ ー ビス 論 、 日本 図 書 館 学 校

1.は じ め に

フ ラ ン シス ・ニ ー ル ・チ ェ ニ ー(FrancesNeelCheney,1906-1996以 下Eチ ェニ ー)

は、 ア メ リ カ に お け る レ フ ァ レ ンス サ ー ビス 分 野 の代 表 的 人 物 の 一 人 で あ る。1906年 生
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まれのEチ ェニーは、第二次世界大戦直後の1951年 に、 日本で初めての学部教育であっ
つ

た慶慮義塾大学文学部の日本図書館学校において日本人にレファレンスを教育 した。 こ

れは日本における本格的なレファレンスサービスの教育であった。

彼女自身は、図書館学教育をヴァンダービル ト大学、ピーボディー図書館学校、シカ

ゴ大学大学院図書館学校、コロンビア大学図書館学校で受けた。そ して1940年 にコロン

ビア大学図書館学校から図書館学理学修士 を受けたのであるが、このコロンビア大学で、
　ラ

ハ ッチ ンス(MargaretHutchins,1884-1961)か ら レ フ ァ レ ンス サ ー ビ ス を学 ん で い る 。

日本 に お い て も彼 女 の 名 は、IntroductiontoReferenceWbrkの 著 作 で 知 られ て い る。

ま た 日 本 の レ フ ァ レ ン ス 分 野 に お い て は、 長 澤 雅 男 監 訳 のS.ロ ー ス ス テ ィ ー ン
ヨラ

(SamuelRothstein,1921-)の レ フ ァ レ ンス サ ー ビス 論 も有 名 で あ る 。S.ロ ー ス ス テ ィー

ン は ア メ リ カの レフ ァ レ ン ス サ ー ビス(特 に研 究 図書 館)の 発 生 か らそ れ が 確 立 さ れ た

とい わ れ て い る1940年 代 ま で を ま とめ て お り、 ア メ リ カで の 公 刊 は1955年 で あ っ た。

以 上 の よ う に、Eチ ェ ニ ー が レ フ ァ レ ンス サ ー ビス を学 び教 え た 時 期 は 、米 国 で レフ ァ

レ ン スサ ー ビス 論 が 確 立 さ れ た 頃 と重 な りが あ る。 本 稿 は彼 女 が 、 ア メ リ カの レ フ ァ レ

ンス サ ー ビス に どの よ う に 関 わ っ た か の検 証 を試 み た もの で あ る 。 ま た さ ら に、 彼 女 の

晩 年1971年 に 、 ガ ル ヴ ィ ン の レ フ ァ レ ンス サ ー ビ ス の ケ ー ス ス タデ ィ書 に序 文 を書 い て

い る こ とか ら、 新 しい レ フ ァ レ ンス サ ー ビス の 教 育 方 法 が 模 索 され て い た 時 代 に も位 置

して い た 人 物 で あ る こ と も確 認 した い と考 え る も の で あ る。 本 稿 で は文 献 を中 心 に考 察

し、 ヴ ァ ン ダー ビ ル ト大 学 図書 館 に保 存 され て い るSpecialCollectionsの"Brainardand

FrancesNeelCheneyPapers"(以 下 、 「Eチ ェニ ー の フ ァ イ ル」)を も使 用 した。

先行研究

アメリカにおけるレファレンスサー ビスの発生 と発展 に関する研究は、日本において

は多いとはいえない。阪田容子が戦前の日本のレファレンスサービスの移入と戦後 日本
　ラ

図書館学校におけるEチ ェニーの教育を 『図書館ハ ンドブック 第5版 』において簡潔
らラ の

に記載 している。 しかし、同ハ ンドブックの第6版 や 『図書館情報ハ ンドブック』に記
　ラ

載 は な い 。 西 田 ほ か の 『情 報 サ ー ビス 』 は 、1876年 にS.S.グ リー ン(SamuelS.Green)

が 「人 的援 助 」 を提 案 して か らの 、 公 共 図書 館 と大 学 図 書 館 に お け る レフ ァ レ ン ス サ ー

ビス の 発 展 を簡 単 に説 明 して い る 。 こ の記 述 の 中 に 、M.デ ュ ー イ(MelvillDewey)、A

B.ク ロ ガ ー(AliceB.Kroger)、1930年 代 に は ワ イ ヤ ー(JamesI.Wyer)と い った レフ ァ

レ ン スサ ー ビス の 発 展 に貢 献 した 人 物 が 紹 介 され 、 定 義 の 紹 介 で は1930年 代 ・40年 代 に
8)

限 定 す る と、 ワ イ ヤ ー の 他 に ア メ リ カ 図書 館 協 会(AmericanLibraryAssociation:ALA)、

ハ ッチ ンス の 名 が あ る 。

ア メ リ カ、 日本 を 問 わ ず この 分 野 の 代 表 的 著 作 は、S.ロ ー ス ス テ ィ ー ン の 『レ フ ァ
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レンスサービスの発達』であるといわれている。彼の著書がアメリカで出版されたのは

1955年 のことであるが、 日本で翻訳が出版されたのは1979年 である。この中で レファレ

ンスサービスについて監訳者の長澤雅男は、このサービスを生み出したアメリカにおい

てもレファレンスサービスの歴史が浅いという。「アメリカでは最初からレファレンス・

サービスが図書館固有の機能として認められてはいなかったこと…その歩みは決 して順

調ではなかった。…1940年 代には、アメリカの社会では、おおむね レファレンスサービ
　ラ

スは図書館固有の機能として一般に認められるようになっていた」 と解説している。

2.F.チ ェニ ー と レフ ァ レンスの 出会 い

Eチ ェ ニ ー は 、1906年8月19日 ワ シ ン トンD.C.に 生 まれ た 。 幼 少 時 は 、 ジ ョー ジ ァ 州

フ ィ ッツ ジ ェ ラ ル ドで 過 ご した 。 ア メ リ カ南 部 は 両 親 の 故 郷 で あ り、 チ ェニ ー の曾 祖 父

は南 北 戦 争 の 有 名 な 将 軍 で あ っ た と い う。

1924年 に ヴ ァ ン ダー ビ ル ト大 学(VanderbiltUniversity)に 入 学 し、1928年6月 ヴ ァ

ン ダ ー ビ ル ト大 学(社 会 学)か ら文 学 士 を受 け た。 彼 女 は在 学 中 か ら図書 館 に興 味 を 持

ち 、1925年 秋 か らヴ ァ ン ダ ー ビル ト大 学 図 書 館 で学 生 ア シ ス タ ン トと して働 い て い た 。

2.1大 学 卒 業 後 、 図 書 館 の レ フ ァ レ ンス 部 門 勤 務

卒 業 後1928年 か ら同 大 学 図書 館 の 化 学 部 門 で 図書 館 司 書 と して 働 き、1929年 か ら同 大

学 図 書 館 貸 出 ・返 却 部 門 の ヘ ッ ドと な っ た 。1930年 に は、 ヴ ァ ン ダ ー ビ ル ト大 学 図書 館

レ フ ァ レ ンス 部 門 の ヘ ッ ドと して1937年 まで 働 き、 そ の 後 ヴ ァ ン ダ ー ビ ル ト大 学 は他 の

2つ の大 学 と合 併 す る の で あ る が 、 そ の合 併 さ れ た ジ ョイ ン ト ・ユ ニ ヴ ァー シ テ ィ図 書

館 レ フ ァ レ ン ス部 門 で もヘ ッ ドと して1943年 ま で働 い た 。 こ の よ う に大 学 図 書 館 で 図 書

館 員 と して 働 き な が ら、 同時 に ピー ボ デ ィー 図 書 館 学 校(PeabodyLibrarySchool)の

パ ー トタイ ム学 生 で もあ っ た(1934年 まで)。 こ の 間 ヴ ァ ンダ ー ビ ル ト大 学 大 学 院 で 英 語 、

歴 史 、 ラ テ ン古 文 書 学 を 履 修 し た(1937年 ま で)。 そ の 甲 斐 あ っ て 、1934年 夏 に は 、

ジ ョー ジ ピー ボ デ ィ教 育 大 学 か ら図 書 館 学 理 学 士 を 受 け た。

2.2レ フ ァ レ ンス を深 め る

彼 女 は 図 書 館 員 の か た わ ら、1937年 シ カ ゴ大 学 大 学 院 図 書 館 学 校(GraduateLibrary

School,UniversityofChicago)の 夏 期 コ ー ス で 学 び学 位 を取 得 した 。

2.3コ ロ ン ビア 大 学 修 士 課 程(1938年9月 一1939年6月)

1938年9月 さ らに 、 コ ロ ン ビ ア大 学 図書 館 学 校 の 修 士 課 程 に 進 学 し学 ん だ 。 コ ロ ン ビ
ユの

ア大 学 図 書 館 は、 図 書 館 員 の イサ ドア ・マ ッジ(IsadoreGilbertMudge,1875-1957)

に よ っ て 、 大 学 図書 館 の レフ ァ レ ンス サ ー ビ スが 定 着 し国 内 で 有 名 に な っ た 図 書 館 で あ

る。 マ ッ ジ は 、 「基 本 的 な参 考 図 書 の 案 内 を作 り、 こ れ は そ の 後 の ウ ィ ンチ ェ ル 女 史 、
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さ ら に は シ ー ヒ ィ氏 に 引 き継 が れ 、 『参 考 図書 の ガ イ ド』 とい う題 名 で 、 図 書 館 の 基 本
　ラ

的 な トゥー ル と な っ て い る 。」 ま た、 コ ロ ン ビ ア大 学 で は1887年 か ら学 部 レベ ル の 図 書

館 学 科 が 始 ま り、1926年 か ら大 学 院 図 書 館 学 科 と な っ た 。 こ の 学 科 は 、 「ウ ィ リ ア ム ソ

ン報 告 」 の 影 響 に よ り設 置 さ れ た もの で あ り、 ウ ィ リア ム ソ ン(CharlesC.Williamson,

ユ　ラ

1877-1965)は 選 ば れ て 学 科 の 責 任 者 と同 時 に、 大 学 図 書 館 長 を兼 任 した 。 マ ッ ジ は の

ち に こ の 図 書 館 学 校 で教 員 と して 教 え1941年 に引 退 した が 、 優 秀 な学 生 が彼 女 の あ と を

継 い だ。 一・人 はハ ッチ ン ス で あ り、 も う一 人 は ウ ィ ンチ ェ ル(ConstanceM.Winchell,

1896-1983)で あ っ た 。 ウ ィ ンチ ェ ル はGuidetoReferenceBooksで 日本 で も有 名 な 人

物 で あ る 。Eチ ェニ ー は この 大 学 で 、 ハ ッチ ンス の 教 え を受 け る こ と に な る 。

2.3.1ハ ッチ ン ス と の 出 会 い

ハ ッチ ンス は、 イ リ ノ イ大 学 図 書 館 学 校 で 、 フ ラ ン シス ・シ ン プ ソ ンに 学 び 、 図書 館

学 理 学 士 を優 秀 な成 績 で 取 得 した 。 卒 業 後 、 公 共 図書 館 等 で 勤 務 し たが 、 コ ロ ン ビ ア 大

学 で マ ス ター を取 得 す る こ とに し、 イサ ドア ・マ ッジ の も とで学 ん だ。1931年 に コ ロ ン

ビ ア大 学 の 講 師 とな っ た 。Eチ ェ ニ ー が1938年 か ら1939年 に か け て コ ロ ン ビ ア大 学 で 学

ん だ 時 は 、 ハ ッチ ンス が 教 員 に な った ま だ初 期 の 頃 で あ っ た とい え よ う。 ハ ッチ ンス は
ユの

また初期の著作に 『図書館使用のガイ ド:大 学生のためのマニュアル』があるが、これ

は1920年 に初版が刊行 されてから1935年 まで5版 を重ねた というものであった。

2.3.2ハ ッチンスの理論

日本でもハッチ ンスのレファレンスの定義はよく知られている。第二次世界大戦直後

に行われた現職図書館員のための研修会用テキス トであった 『図書館学講義要綱改訂
ゆ 　ゆ

版 』 に 取 り上 げ られ て い る 。 ま た 、 志 智 嘉 九 郎 の 『レ フ ァ レ ン ス ・ワー ク』 や 、 『図 書
ユ　ラ

館ハン ドブック 第5版 』などにも記述がある。戦後す ぐのテキス トに紹介 されている

のは、アメリカを代表するレファレンスの専 門家 という認識が当時すでにあったからで

あろう。彼女の著作(1944年)は 、「レファレンスワークの原則 と理論」 を扱っている。

ハ ッチ ンスの発見的手法として知られている、資料のタイプと具体的主題による質問を

分類するレファレンス手法は、近代アメリカの レファレンスライブラリアンに基盤 とし
ユ　ラ

て利用され続けて きた。彼女は、レファレンス質問を4つ の タイプに分析 した。1つ は

書誌に関する質問、2つ 目は人についての質問、3つ 目は歴史 と地理についての質問、

4つ 目はカレン トな質問 ・戦略的な質問である。この手法をEチ ェニーが戦後す ぐの時

期 に日本で伝 えた。戦後す ぐに行われた現職図書館員 を再教育するための司書講習にお

いて使われた教科書は上述のように 『図書館学講義要綱改訂版』(1952年 版)で あるが、

その中の 「参考質問とその取扱い方」に、伝記、人名に関するもの、歴史地理に関する

もの、統計に関するもの、時事情報に関す るものなど、に分けて記述されて、ハ ッチン
　ラ

スの手法が紹介されているのである。 しかし、この改訂版の原稿段階 ともいえる1951年
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　　ラ

版には、このような分け方は書かれていない。初版(1951年)と 改訂版(1952年)の 間

には、Eチ ェニーが日本図書館学校のレファレンス教授内容 と現職図書館員の再教育に

も携っていたことが影響を与えているのではないかと考えられる。

後に長澤は日本図書館学校の教員 となったが、その長澤が作 ったテキス トにもこの手

法が使われている。長澤が1969年 以来作成したレファレンス関係テキス トは数種類ある

が、現在 もなお改訂 され国内の大学司書養成課程の講義で使用 されている。

さて、当のハッチ ンスの授業クラスなのだが、レファレンスにおける問題をディスカッ

ションでアプローチする方法 を採用 した。

2.3.3教 師と学生

上述 したようにEチ ェニーは、ハ ッチンスの教員として初期の学生であった。Eチ ェ

ニーはハ ッチンスについて次のように記 している。「マーガレッ ト・ハッチンスは、素

晴 しい申し分のない教師でした。 もっとも彼女は難しい試験で学生たちを悩ませました

けど。彼女は教えることに関して公正であ り、講義はきちんと整理され明解で した。 ミ
20)

ス ・マッジが退官 した後、彼女のあ とを引き継 ぎ、ミス ・マッジの支援無しで周到なレ

ファレンスワークを行いたいという望みを持って、学生たちを鼓舞 したのです。彼女は
　　ラ

ま た静 か で控 え 目で 、 立 ち 居 振 る 舞 い で 快 活 な 人 で あ りま した 。」 ハ ッチ ンス の 講 義 に

使 わ れ た と思 わ れ る プ リ ン トが ヴ ァ ンダ ー ビ ル ト大 学 のSpecialColleceiions:Brainard
22)

andFrancesCheneyPapersに 残 っ て い た 。ColumbiaUniversitySchoolofLibraryService

1938-1939と プ リ ン ト左 上 に 表 示 が あ る。 講 義 名 はLibraryService361で 、Margaret

Hutchinsの 名 が み え る。 第8回 目の 講 義 内 容 は 、Bibliographyandreference、Biography

(伝 記)に つ い て で あ った 。ハ ッチ ンス の 講 義 内 容 を知 る 上 で 貴 重 な もの とい え よ う。(図

参 照)

前 述 の とお り1940年6月 に チ ェニ ー は 、 コ ロ ン ビア 大 学 か ら図 書 館 学 理 学 修 士 を 受 け

た 。

3.ピ ーボデ ィ図書館学校 とアメ リカ議会図書館での勤務

3.1ピ ーボ デ ィ図 書 館 学 校 で の レフ ァ レ ン ス教 育

Eチ ェ ニ ー は1943年 ま で正 規 の 大 学 図書 館 員 と して 働 い て い た が 、 同 時 に1941-1943

年 お よ び1945年 に ピ ー ボ デ ィ ー 図 書 館 学 校 の パ ー トタ イ ム 講 師 と して 教 え た。 た だ し
　ヨラ

1943-1945年 は、 彼 女 は ピ ー ボ デ ィ ー 図書 館 学 校 に は い ず 、 夫 チ ェ ニ ー と と も に ワ シ ン

トンD.C.に い た。1945年 に再 び ピ ー ボ デ ィ図 書 館 学 校 に戻 っ た の で あ る 。

1945-1949年 に 同 図書 館 学 校 で 、 彼 女 はassistantprofessor(助 教 授)の 地 位 を得 た 。

そ して 、1949-1967年 に は 、 同 図 書 館 学 校 のassociateprofessor(準 教 授)を 務 め る こ
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と に な る 。
　　ラ

この 間R.ギ トラー(RobertLGitler,1919-2004)の 要 請 を受 け て、1951-1952年 の

18ヵ 月 間 、 慶 慮 義 塾 大 学 文 学 部 日本 図 書 館 学 校 の訪 問 教 授 と して 一 時 ピ ー ボ デ ィ 図書 館

学 校 を離 れ 来 日 した。

帰 国後 に は、 ピー ボ デ ィ図 書 館 学 校 で 学 長代 行(actingdirector)等 を つ とめ 、1967

年 か ら は 、 ピー ボ デ ィ図 書 館 学 校 ・図 書 館 学 学 校 、 ジ ョー ジ ・ピー ボ デ ィ教 育 大 学 の教
　ゆ

授 と して 引 き続 き教 育 に携 わ っ た 。

3.2書 誌 の 連 載 とア メ リカ 議 会 図 書 館 勤 務

1942年11月 か ら彼 女 の ラ イ フ ワー ク と もい うべ き"WilsonLibraryBulletin"の コ ラ ム
　　ラ

記 事"CurrentReferenceBooks"の 連 載 が 始 ま っ た 。1943-1945年 は 、 上 述 の よ う に ワ
27)

シ ン トンD.C.に い た の だ が 、 友 人 の ア ラ ン ・テ イ ト(AllenTate,1899-1979)に よば

れ て1943年 か ら1944年 は ア メ リ カ議 会 図 書 館 詩 部 門(thechairofpoetry,Libraryof

Congress)の ア シ ス タ ン トと して 勤 務 し た。 そ の 後1944年 か ら1945年 は 、 同 図 書 館 総

合 一 般 参 考 ・書 誌 部 門 で 書 誌 作 成 者 と して働 い た。

Eチ ェ ニ ー は書 誌 作 成 を重 要 な もの と考 えて い た よ うだ 。 彼 女 は、 コ ロ ン ビ ア大 学 時

代 にハ ッチ ンス か ら、 主 に2つ の こ とを教 え ら れ た 。1つ は、 レ フ ァ レ ンス と は利 用 者

援 助 で あ り、 図 書 館 員 の ほ う か ら積 極 的 に 手 を差 し伸 べ る こ とで あ る こ と、2つ 目は 二

次 資 料(書 誌)の 作 成 で あ る。 レ フ ァ レ ンス サ ー ビス にお い て不 足 す る 二 次 資 料 が あ れ

ば 、図 書 館 員 が 自 ら作 成 す る こ と を で あ る。これ は レ フ ァ レ ンス ブ ッ ク ス が 十 分 で な か っ

た1920-1940年 代 の 図 書 館 員 の 仕 事 の 特 徴 で あ っ た とい え る。 ハ ッチ ンス は 、 も と図 書

館 員 で 、 しか も優 秀 な 図 書 館 員 で あ っ た た め 利 用 者 に 役 立 つ こ とが 何 で あ る か を知 っ て

い た の で あ る 。

Fチ ェ ニ ー に お い て は、 ハ ッ チ ン ス の 教 育 と そ の 後 始 ま っ た 上 述 の コ ラ ム 記 事

"C
urrentReferenceBooks"の 連 載 、 そ して 議 会 図書 館 で の 書 誌 作 成 実 務 が 彼 女 の書 誌

作 成 能 力 を 形 作 っ た と思 わ れ る 。 この 経 験 に裏 打 ち され て 、 日本 で の 教 育 、 日本 図書 館

学校 に お い て 書 誌 作 成 演 習 が 取 り入 れ られ た と考 え られ る。Eチ ェ ニ ー は 学 生 た ち に作
　ラ 　

成させた書誌解題を文字幸子 とともに 『日本の参考図書解題』 として編集 ・作成 した。

4.F.チ ェニー と レフ ァ レンス50年 代以 降 の検 証

4.150年 代 の 検 証

4.1.1ア メ リカ に お け る50年 代 の レ フ ァ レン ス サ ー ビ ス

40年 代 の ア メ リ カ に お い て 、 図 書 館 に お け る 一 般 的 な サ ー ビ ス と して 認 め られ た レ

フ ァ レ ンス ・サ ー ビ ス は 、50年 代 に お い て よ り確 か な 図 書 館 サ ー ビス と な っ た 。
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4.1.2ア メ リ カ 図 書 館 研 究 調 査 団(U.S.FieldSeminaronLibraryReference

ServicesoflnteresttoJapaneseLibrarians)とF.チ ェ ニ ー

30)

Eチ ェニーが1952年 にアメリカに帰国後、 日本では国際会館の福田直美などを中心 に

アメリカ図書館研究調査団が企画された。それは1959年 に実現 される。迎えるアメリカ
　ラ

側はALAが 主催 し受け皿になったが、その委員長はEチ ェニーであった。彼女は日本の

図書館員 を受け入れるため大いに努力をしたといわれている。このプログラムは、レファ

レンスサービスに焦点を当てたものであ り、 日本のレファレンス関係者、各館種から9

名の図書館員を2か 月間アメリカ各地で見学 と討論 を通 して学ばせるというものであっ

た。アメ リカ側 の真の 目的は、「アメリカの図書館の レファレンスサービスをフィール

ドで実地に研究すること……当初のアメリカ側の思惑は、 日本の図書館サービスの活発

化 による日本の民主化であり、図書館の社会的地位向上であり、そのために トップレベ

ルである図書館長を訪米 させて、図書館経営を学ばせ ることに傾いていた。」 というも

のであった。 しか し、このプログラムの中心人物であった福田はレファレンス ・サービ

スを中心に図書館 を視察することを希望 し、結果的にALAの 全面的な協力を得てプログ

ラムもそのように組 まれたとい32)。このプログラムのスケジュールは、表としてまとめ
ヨの

られ て い る 。この プ ロ グ ラム に よ っ て 、ア メ リ カ で の 訪 問 図書 館 を知 る こ とが で きる 。「セ

ミナ ー 日程 と討 議 内 容 」 の リス トに よる と、 訪 問 した 大 学 図書 館 は、 カ リ フ ォ ル ニ ア 大
ヨ　　

学(バ ー ク レー とロ ス ア ン ジ ェ ル ス)、 ジ ョ イ ン ト ・ユ ニ バ ー シ テ ィ図 書 館 、 公 共 図 書

館 は、ニ ュ ー ヨ ー ク 公 共 図 書 館 ドン ネ ル 貸 出 部 、フ ィ ラデ ル フ ィ ア公 共 図 書 館 、テ ネ シー

州 立 図書 館 で あ っ た 。 い ず れ も当 時 レ フ ァ レ ンス で 先 駆 的 な 活 動 を して い た 図 書 館 で あ

る こ とは 間 違 い な い で あ ろ う。 ま た、 シ カ ゴ のALA、 ワ シ ン トンの ア メ リ カ議 会 図 書 館

(LibraryofCongress)の 訪 問 を行 っ て い る 。

4.260年 代 以 降 の 検 証

4.2.1ア メ リ カ に お け る60年 代 以 降 の レフ ァ レ ン ス サ ー ビ ス

長 澤 に よ る と、 ア メ リ カ に お け る レ フ ァ レ ン ス サ ー ビス は、 「1960年 代 以 降 か ら、 伝

統 的 な サ ー ビス に加 え、 新 た に 情 報 検 索 サ ー ビ ス が 導 入 さ れ る こ とに よっ て 、 サ ー ビス
ヨらラ

の 高 度化 、 多 様 化 が促 さ れ た 」 とい う。 大 規 模 図書 館 に な る と、 書 誌 的 知 識 な らび に 専

門 主 題 の 知 識 を持 っ た 主 題 専 門 家 に よる サ ー ビ ス も試 み られ る よ う に な っ た 。 ま た 、 当

時 の 大 学 で は情 報 検 索 を担 当 す る部 門 が 設 け られ 始 め た が 、 情 報 検 索 サ ー ビス は や が て

図 書 館 にお い て 伝 統 的 な マ ニ ュ ア ル手 法 の サ ー ビ ス と統 合 さ れ て くる の で あ る 。 「1965

年 以 来 、 レ フ ァ レ ンス 情 報 サ ー ビス(referenceandinformationservice)と い う呼 称 が

普 及 し、 そ の 後 、 単 に情 報 サ ー ビ ス(informationservice)と よ ば れ る こ とが 多 くな っ

た の も、 オ ンラ イ ン情 報 検 索 サ ー ビ ス の 導 入 、 情 報 源 と して の 電 子 メ デ ィ アへ の依 存 度
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36)

の 高 ま りな ど に よ る サ ー ビ ス 内 容 の 変 化 」 が あ っ た の で あ る。

4.2.2F.チ ェニ ーの60年 代 以 降
ヨアラ

1971年 刊のガルヴィンのケーススタディ本に、Eチ ェニーは序文を書いている。ガル

ヴィンはこの本の中で、それまでの レファレンスサービスの教育法では充分でないこと

を語ってお り、その彼の主張に対 して、Eチ ェニーは肯定的であるように思われる。そ

れまでの レファレンスサービスの教育内容 とは、「…講義、指定図書の読書および多分
　ラ

にその読書に基づ くクラス討論によって、伝統的に実施されてきた」 ものであった。そ

して、具体的には 「参考質問の分析のスキルの獲得 とそれのソース的資料 との関係、図

書館調査法の方法論の学習への機会の提供、および利用すべ き情報源の範囲と種類の広

い理解 を学生の側に展開させることを…」 というものであったが、ガルヴィンは、「…

複雑な人間的要素が現れてその結果に決定的な影響をおよぼす こと…司書は種々の図書

館事情のもとに働 くもの…」であるということで、 レファレンスサービスにおけるケー

ススタディの必要性のもとにテキス トを作成したことを説明 している。Eチ ェニーはそ

の序文に、「レファレンス ・ライブラリアンが経験 を積むまでには、サービスの歳月を

重ね、時には苦痛を忍 びなが ら、レファレンス行動にはインフォメーション資料源の知

識より以上のものが含まれていることを学び取 るのである」 と彼の言を認めて、「真 に

要求されていることは特殊化…特殊な状況の中において、その判断力、公式化 した政策、
39)

行動の計画コースを訓練するように迫るものである」と様々な利用者に対するレフェレ

ンスサービスの困難 さを指摘 している。初期の レファレンスサービス、つまり資料 と利

用者を単に結びつけることに比べ、多様な利用者に対する対応の困難さがこの時代に出

現 したことを物語るのではないかと思われる。

5.ま と め

R.ギ トラー は、 日本 図 書 館 学 校 創 設 時 校 長 に 任 命 さ れ た 人 物 で あ る が 、 レ フ ァ レ ンス

の 専 門家 と してEチ ェニ ー を 日本 に招 聰 した 。訪 問教 授 はす べ て 米 国 人 で あ った 、Eチ ェ

ニ ー の他 に 、 テ ク ニ カル ・プ ロ セ ス 、 目録 、 分 類 の ブ リ ック(Frick,BerthaMargaret

　の 　　　

1894-1975)、 児 童 青 少 年 分 野 の ハ ナ ・ハ ン ト(Hunt,Hannah)、 視 聴 覚 資 料 担 当 の ラ ー
　　ラ

ソ ン(Larson,EdgarR)、 そ して 、 図 書 館 学 校 図 書 室 を創 るた め の フ ィ リス ・ジ ー ン ・テ ー

ラー(Taylor,PhyllisJean)が 選 ば れ た 人 た ち で あ っ た 。R.ギ トラ ー は 日本 で の使 命 を

実 行 す る た め に ア メ リ カ人 専 門家 の 選 考 基 準 を持 って い た 。Eチ ェ ニ ー が レ フ ァ レ ンス

の 第 一 人 者 で あ る こ との よ うに 、 他 の3人 もそ の分 野 の 専 門家 で あ る こ と、 そ して も う

ひ とつ の 基 準 は、 人格 的 に も優 れ た 人 物 で あ る こ とで 、 こ れ に も合 致 した 人 物 で あ る と
　ヨラ

評価 していた。R.ギ トラーはじめ、招かれた教師陣は、 日本図書館学校において当時最
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新のアメリカ図書館学 を教授 し、Eチ ェニーはアメリカ国内で確立 したばか りのレファ

レンスサービスを教 えたのであった。一方で彼女は1942年 から退職する1972年 までの30
　　ラ

年間レファレンスブックスの解説を続けた。この間に彼女が解説 したレファレンス資料

は5,819冊 にのぼった。教育 と共にレファレンス資料 についての専門性を追求 したこと

によって、彼女の レファレンスの専門家としての軸はずれなかったといえる。

Eチ ェニーはハ ッチンスのレファレンスサービス論を正確に継承 した正統派 ともいえ、

日本にそれを伝えた人であったが、新 しい時代のレファレンスサービスの教授法への寛

容さも示 した人であった。ガルヴィンの著書の内容を認め、序文を書いたことがこれを

証明 している。またそれは、新 しい時代のレファレンスサービスを受け入れる寛容 さを

持つ人物 として、新 しい時代のカルヴィンに認められていた人物ともいえる。
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で 学 び 、BachelorofLibrarySciencedegreeを 受 け た 。 ま た 、ColumbiaUniversityか ら
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ロ ン ビ ア 大 学 図 書 館 で は 、 多 くの 学 術 図 書 館 員 を 育 て た 。(藤 野 幸 雄 編 著 「イ サ ドア ・マ ッ

ジ」 『図書 館 を 育 て た 人 々:外 国 編1ア メ リ カ 』 日本 図 書 館 協 会,1984,p.164-172.)

11)藤 野 幸 雄 『資 料 ・図 書 館 ・図 書 館 員:30篇 の エ ッセ イ 』 日外 ア ソ シ エ ー ツ,1994,p.44.

12)19世 紀 末 か ら20世 紀 初 め に か け て 、 カ ー ネ ギ ー 財 団 は 米 国 で1600館 以 上 の 図 書 館 を建 設 ・
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寄付 したあ と、 図書館 員 養成 へ支 援 を行 った。 その 過程 で作 られ たのが 、1923年 の 「ウ ィ

リアム ソ ン報 告 」 であ る。 その 内容 は、養 成 は大 学 院教 育 を標準 とす るこ と、専 門職 養成

機 関 を認 定す る組織 が 必要 で ある こ とな どであ る。

13)GuidetotheUseofLibraries:aManualforCollegeandUniversityStudentsH.WWilson初

版 は1920年 第5版 は1936年

14)図 書 館専 門職 員 養成 講習 第1回 指 導 者講 習会 原編;日 本 図書 館協 会編 『図書館 学 講義 要綱

改訂 版』 日本 図書館 協 会,1952,116p.う ちp.71-84が 「レフ ァレ ンス ・ワー ク」

この 中の 「解説 」 に 「A-1に お いて は、Kroeger,Mudge,Hutchins等 の 説 を参 照 し

て一 定 の定義 づ け を行 い、 レ・フ ァレ ンス ・ワー クの 限界 に触 れ る」 とあ る。(p.71)

た だ し、前 年度 作成 された教 科書(初 版)に は、参 考文 献 として掲載 されて い るのみ であ る。

『図 書館 学 講義 要 綱:昭 和26年 度 ・図書 館 専 門職 員 養成 講 習 第1回 指 導者 講 習 会』 日本 図

書館協 会,1951.8,p.67.

15)志 智 嘉 九郎 『レフ ァ レンス ・ワー ク』 日本 図書館研 究 会,1987.5,p.278.(1962の 覆刻)

16)前 掲4)P.88.

17)JohnV.Richardson"Hutchens,Margaret(21September1884・4January1961)"

〔引用 日:2004-02-15〕 〈http://polaris.gseis.ucla.ede/jrichardson/DIS220/mhutchins.htm>

18)前 掲14)(1952)p.72「 参 考 質 問 とその取 扱 い方 」 の 「D質 問 内容」 と して示 され てい る。

19)前 掲14)(1951)

20)イ サ ドア ・マ ッジの こ と

21)前 掲17)

22)ヴ ァ ンダー ビル ト大学 のSpecialCollections:BrainardandFrancesCheneyPapersは 、 全部

で90のBoxか ら構 成 されて い る。

〔引用 日:2011-03-06〕 〈http://www.libraryvanderbilt.edu/speccol/cheneylist3.shtml>

この中 で、Eチ ェニ ーの 資料 はBox56-Box90に 収 め られて い る。現 物 の コピー を 日本 図

書館 学校 を中心 に ヴ ァ ンダー ビル ト大学 図書 館 よ り取 り寄せ た。 この資料 はそ の中 に納 め

られて いた。

23)彼 女 は、1928年6月21日 に テ ネシー州 ナ ッシュ ヴ ィルで 、 ブ レイナ ー ド ・チ ェニ ー と結婚

した。夫 ブ レイナ ー ドは、小 説家 、 文芸 評論 家、 政 治記 者、 ス ピー チ ライ ター、 劇作 家 と

して40年 に 及 ぶ 作 家 生 活 を 送 っ た 人 で、 一 時 期NashvillBannerの 政 治 評 論 家(police

reporter)で あっ た。南 部 の色 濃 い20世 紀作 家 で あ る。 フ ラナ リー ・オ コナ ー、 ア ラ ン ・

テ イ トらとの親交 で も有名 で ある。

24)Rギ トラー は、 日本 図書館 学校 の初 代 デ ィ レクター。

「彼 は初 め在 任 一 年 の予 定 で、 ワ シ ン トン大 学 か ら休 暇 を採 って 来 日した。 そ の時 は 日本

占領 軍 の招聰 に よった もの であ った が、任 期 中、 平和 条約 の 調 印 によ って援助 が打 ち切 ら

れ るは め にな った。 それ で は図書 館 学科 の存 続 はむ つか しい。 そ こで ロ ック フェ ラー財 団

か らの肩 替 わ りを え る努 力 を し、彼 自身 もワ シ ン トン大 学 の好位 置 を棒 に振 って、滞 在 を

延期 し、学科 の基礎 確 立 のた め に挺 身 した。 そ して五 年後 、藤 川正信 ・中村初 雄 ・浜 田敏郎 ・

渡辺 茂男 の 四人 の教 員 を養 成 し、後 遺 の憂 な く、次 の主任 橋 本孝 に席 を譲 って 日本 を去 っ

た。 … 人生 の一 番 良い、 働 き盛 りの 期 間 を図書館 学 科 の建設 の ため に献 身 した功 績 は、 高

く評価 され ね ばな らない。」[伊 東 弥 之助]『 慶応 義 塾 図書館 史』 慶応 義 塾大 学 三 田情 報 セ

ンター,1972,348p.

25)1975年 夏 に ジ ョー ジ ・ピーボ デ ィ教 育大 学か ら、 名誉 教授 の称 号 を受 け引退 した。

26)約30年 後 の1972年6月 に、 月刊 レヴュー ・コ ラムで ある ℃urrentReferenceBooks"の 編

集者 を辞 退 した。

27)南 部Fugitivegroupに チ ェ ニ ー 夫 妻 と と も に 属 す る 詩 人 。 彼 の 妻 はCarolineGordon。
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Eチ ェニーを通 してみ るアメ リカにおけるレファレンスサービス論成立期の検証

SouthernRenascenceに お い て だ け で な くthemodernistmovementinliteratureと し て も大

き な 影 響 力 を 持 つ 詩 人 ・作 家 で あ っ た とい わ れ る 。1943年 か らLCのChairofPoetry。 彼 女

は テ イ トが 編 集 者 で あ るLC発 行 の 主 要 な 書 誌 作 成 に 関 わ っ た 。 後 年 テ イ トは 、 書 誌Sixty

AmericanPoetsは 実 は チ ェ ニ ー が 作 成 した の だ と告 白 し て い る 。2人 の 友 情 は 、 彼 が 亡 く

な る1979年 ま で 続 い た 。

28)文 字 幸 子 は 「慶 鷹 義 塾 大 学 文 学 部 日本 図 書 館 学 校 学 校 案 内 昭 和28年 度 』p.2に 、 「書 誌 学 助

手 」 と あ る。

29)FrancesCheneyandYukikoMonjieditedAnannotatedlistofselectedJapanesereference

materials,JapanlibraryschoolfacultyofLiteratureKeioGijyukuUniversity,1952,36p.別 タ

イ トル:日 本 の 参 考 図 書 解 題

30)小 出 い ず み 「福 田 直 美 と ア メ リ カ 図 書 館 研 究 調 査 団 」 『現 代 日本 の 図 書 館 構 想 』 勉 誠 出 版,

2013,p.213-248.

31)前 掲30)p.236.な お 、 こ の 調 査 団 の 名 称 を藤 野 幸 雄 は 「日本 の 図 書 館 員 の た め の 図 書 館 参

考 業 務 フ ィ ー ル ドセ ミナ ー 」 と よ ん で い る 。 前 掲11)p.44.

Eチ ェ ニ ー が 月 刊 レ ヴ ュ ー ・コ ラ ム"CurrentReferenceBooks"引 退 後 の 特 集 記 事 に 、R.

ギ トラ ー 、 藤 川 正 信 と と も に福 田 直 美 もお 祝 い の メ ッセ ー ジ を 書 い て い る。

"Friendssalutetheprofessionsnumber -onereferencereviewer:omedetogozaimasu
,Cheney

sensei!"WilsonLibraryBulletin,47(1)Sep.1972,p.86‐88.

32)前 掲30)P.247.

33)前 掲30)プ ロ グ ラ ム の ス ケ ジ ュ ー ル は、p.236-237お よ びp.238-239.

34)Eチ ェ ニ ー が 所 属 して い た大 学 の 図 書 館

35)長 沢 雅 男 『レ フ ァ レ ンス サ ー ビ ス:図 書 館 に お け る情 報 サ ー ビス 』 丸 善,1995.3,p.48.

36)前 掲35)P.49.

37)ThomasJ.GalvinProblemsinreferenceservice:casestudiesinmethodandpolicy,R.R.

BowkerCo.,1965,xix,177p.(ForewordbyFrancisNeelCheney)

日本 語 訳 、 トマ ス ・J.ガ ル ヴ ィ ン;弥 吉 光 長 、 前 島 重 方 訳 『社 会 と 図 書 館:参 考 業 務 問 題

の ケ ー ス ・ス タ デ ィ』 日本 図 書 館 協 会,1970,253p.

38)前 掲37)日 本 語 訳,p.19.

39)前 掲37)日 本 語 訳,序

40)Columbialibraryschoolの 教 員 。 米 国 で 長 年 整 理 技 術 分 野 の 重 要 人 物 の1人 と 、 ギ トラ ー

は 評 価 して い る。

Searslistofsubjectheadingsの 編 集 者 と して も名 高 い 。MinnieEarlSears(1873-1933)の

そ れ の 第6、7、8版 の 改 定 を 担 当 し た 。

Searslistofsubjectheadings.6thed.byBerthaMargaretFrick.H.W.Wilson,1950,㎜,558p

Searslistofsubjectheadings:withpracticalsuggestionsforthebeginnerinsubjectheading

work.7"'ed.byBerthaMargaretFrick.H.W.WilsonCo.,1954,xxviii,589p.

Searslistofsubjectheadings:withsuggestionsforthebeginnerinsubjectheadingwork.8th

ed.byBerthaMargaretFrick.H.W.WilsonCo.,1959,610p.

41)ロ ッ ク フ ォ ー ド公 立 図 書 館(RockfordPublicLibrary)か ら ギ トラ ー に 請 わ れ て 来 日。 児

童 とヤ ン グ に 対 す るサ ー ビ ス の 専 門 家 。

42)ラ ー ソ ン は 、 ギ トラ ー が ワ シ ン トン 大 学 で 視 聴 覚 資 料 コ ー ス を設 立 し よ う と し た 時 出 会 っ

た 人 物 で あ る 。 彼 はLCに もい た こ とが あ る。

43)RobertLGitler;MichaelBucklandeditedRobertGitlerandtheJapanLibrarySchool:an

autobiographicalnarrative.ScarecrowPress,1999,p.48.

44)前 掲26)
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